
                地域密着型金融の取組事例 2014 年 11 月 
 

  

農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

タイトル 担い手支援資金             ＪＡ名 兵庫六甲（兵庫県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

地域農業の活性化に意欲的である正組合員が、農業経営に必要とする資金につき、

迅速かつ柔軟に貸出をおこなうことにより、正組合員の農業生産力の増進および

農家所得の向上を図り、次世代若年層も含めた正組合員世帯とのつながりを強化

するため。 

 

 

 

２ 概要 経営相談センター職員の定例訪問先（記帳代行先 現在約 500 件）および営農総

合センター営農指導員、ＴＡＣの訪問先で、貸出枠を本店決裁、枠内は支店決裁

として必要資金に迅速な対応をおこなう。金利は組合内の最優遇金利とし、変動

金利は短プラ－0.5％、固定金利は普通貯金利率＋0.75％としている。（平成 26

年 7 月金利 変動 0.975％ 固定 0.770％） 

 

 

 

３ 成果 

（効果） 

短期運転資金は迅速な対応ができるようになった。 

営農組合との融資取引を開始することができた。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

（問題点） 

①経営相談センター、営農総合センターの取扱いに限定していることから取扱量

が増えにくい。 

②経営規模農業者が管内全域に亘らず、一部の地域に偏りがある。 

（課題） 

①支店での取扱いとすると日常の運転資金の管理面に難がある。 

②農業全体の課題として、収益力・保全面にリスクがある場合の対応。 

③都市型農業者も利用できるような融資商品開発。 

（今後の予定） 

部署を限定せず農業金融プランナー有資格者の増員。本資金を有資格者も取扱い

可能とすること。 

 

 


